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X染色体ヒト精巣腫瘍感受性遺伝子の同定とX染色体
不活化機構の関与についての研究
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倍体といったコピー数の増加が顕著であること、 2)XXY核型を示す KIinefelter 
syndromeでも庇細胞腫療の発生頻度が高いこと3)X染色体上には精巣特異的抗原
が数多く存在することがあげられる。さらに Xq27上に家族性精巣腫揚の候補遺伝子
座(TGCT1)がXq27にマッピング、されたこと (Rapl ey et a卜， 2000)があげられる。
これらの事象は精巣腫爆発生におけるX染色体の関与を強く裏付けるものと考えら
れるが、その一方でX染色体には正常女性核型XXにみられるようにXISTを介したX
染色体不活化機構 (Xi nact i vat i on)が存在しいわゆる余剰Xの不活化というユニ
ークな機能が存在する。さらに男性XYにおいても精巣庇細胞にだけはXISTの発現が







1.精巣巨細胞腫蕩(Test i cu1 argerm ce 1 tumor:: TGCT)においてはセミノー マ、
非セミノーマの知何を間わずX染色体の増加が恒常的にみられることが確認された。
X染色体には正常女性核型 XXにみられるようにXISTを介したX染色体不活化機構
















































われのデータや Smigma I i aらの RLGSを用いた精巣腫蕩のメチル化頻度の解析にも
とづき、精巣腫蕩では他の常染色体上の遺伝子でも非メチル化状態が維持されてい
るのではないかとの仮説を立て以下の検索を行った。すなわち他の癌腫において高
頻度にaberrantmethy I ati onの報告されている常染色体上の9個の癌関連遺伝子
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